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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくり ます。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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佐井漁港臨港道路

「潮 騒 橋
」が

完 成

－１月３１日・渡り初めー

▲

主

な

内

容

▼

２

む
ら
の
話
題

３

臨
時
職
員
の
募
集

４
～
５

お
し
ら
せ

６
～
７

教
育
だ
よ
り

８
～
９

保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
幵一

交
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１３

出
稼
ぎ
現
地
の

み
な
さ
ん

１４

戸
籍
の
窓
口



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください
Ｏ

佐
井
漁
港
臨
港
道
路

″
潮
騒
橋

″
が
完

成

大
佐
井
川
に
、
二
車
線
歩
道

付
き
の
「
潮
騒
橋
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
一
月
三
十
一
日
に

関
係
者
や
来
賓

が
多
数
出
席
し

て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
の
は
、
佐
井
漁
港

か
ら
津
軽
海
峡
文
化
館

（
ア
ル

サ
ス
）
前
ま
で
の
三
四
〇
メ
ー

ト
ル
で
、
総
事
業
費
二
億
三
千

六
百
十
万
円
で
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。

当
日
は
、
交
通
安
全
祈
願
の

神
事
に
続
い
て
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
「
潮
騒
橋
」
前
で
、
竣

工
記
念
の
煙
火
を
合
図
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
。
親
子
三
代
夫
婦
の

福
田
豊
吉
・
さ
だ
、福
田
欽
一
・

ユ
キ
エ
、
福
田
義
一
・
み
ゑ
さ

ん
夫
婦
を
先
頭
に
、
大
勢
の
見

守
る
中
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

潮
騒
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
、

漁
港
へ
の
交
通
が
便
利
に
な
り

ま
た
、
橋
か
ら
の
な
が
め
も
良

く
、
津
軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル

ザ
ス
）
と
あ
わ
せ
て
、
佐
井
村

の
新
し
い
名
所
に
な
り
そ
う
で

す
。

▲完成 した「潮騒橋」

▲交通安全祈願

▲渡り初め

「
潮
騒
橋
」
命
名
の
由
来

佐
井
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
「
⑤
あ
わ
せ
⑥
お
き
⑤
い
は

て
の
⑤
い
む
ら
」
か
ら
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
、
親
柱
及
び
高
欄
に

は
、
和
船
と
鮭
の
ブ
ロ
ン
ズ
製

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
、
躍
動
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
銅
版
に

彫
刻
し
た
も
の
を
配
し
、
佐
井

村
の
「
過
去
・
現
在
・
未
来
」

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

佐
井
小
学
校
卓
球
部

主
要
大
会
の
結
果

平
素
よ
り
、
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
多
大
な
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
で
、
昨
年
は
次
の
よ

う
な
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
八
月
十
三
日

第
十
五
回

青
森
県
小
学
生
卓
球
大
会

男
子
（
二

位
）
中
田
浩
雄

（
ベ
ス
ト
８
）
工
藤
和
寿

（
ペ
ス
ト
１６
）
松
谷
貞
治

女
子
二

位
）
竹
内
幸
子

（
ベ
ス
ト
１６
）
奥
本
藍
子

※
以
上
全
日
本
卓
球
二
次
予
選
へ

▼
九
月
二
十
九
日

平
成
元
年

全
日
本
卓
球
青
森
県
予
選

バ

ン

ビ
ニ

位
）
竹
内
美
貴

カ
ブ
（
ベ
ス
ト
１６
）
瀬
原
貴
利
子

ホ
ー
プ
ス
（
三
位
）
竹
内
幸
子

▼
十
一
月
四
日
～
五
日

全
日
本
卓
球
選
手
権
（
岐
阜
県
）

十
多
五
位

ｔ
内

美
貴

三
回
戦

竹
内

幸
子

▼
十
一
月
二
十
六
日

佐
井
村
小
学
生
卓
球
大
会

こ
二
年
生
以
下
の
部

男
子
（
一
位
）
竹
本

行
佳

女
子
（
一
位
）
竹
内

美
貴

（
二
位
）
津
田
真
紀
子

三

位
）
伊
勢

裕
子

・
四
年
生
の
部

男
子
（
一
位
）
大
畑

勉

女
子
（
一
位
）
瀬
原
貴
利
子

（
二
位
）
竹
本

静
佳

・
五
年
生
の
部

男
子
（
一
位
）
中
田

浩
雄

（
三
位
）
山
路

太
郎

女
子
（
一
位
）
竹
内

幸
子

（
二
位
）
奥
本

藍
子

三

位
）
竹
内

優
穂

・
六
年
生
の
部

男
子
（
二
位
）
宮
野

猛 ▲小学生卓球大会



青
少
年
赤
十
字
を
結
成

－

磯
谷
小
中
学
校
－

二
月
六
日
、
磯
谷
小
中
学
校

体
育
館
に
、
全
校
児
童
生
徒
二

十
三
人
と
先
生
や
来
賓
な
ど
四

十
人
が
出
席
し
て
、
青
少
年
赤

十
字
登
録
式
が
行
わ
れ
、
佐
井

村
で
は
、
原
田
小
学
校
に
次
ぐ

二
つ
め
の
青
少
年
赤
十
字
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
全
員
で
「
青
少
年

赤
十
字
の
歌
」
を
合
唱
。
飛
内

校
長
の
式
辞
、
来
賓
の
祝
辞
の

後
、
先
輩
校
と
し
て
、
原
田
小

学
校
児
童
会
長
の
松
本
竜
二
君

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
か
ら
、
宮
崎
・
二
木
の

両
指
導
講
師
も
お
い
で
に
な
り
。

「
佐
井
村
は
、
三
上
剛
太
郎
先

生
と
い
う
偉
大
な
犬
先
達
の
出

身
地
で
あ
り
、
児
童
生
徒
の
み

な
さ
ん
も
、
三
上
先
生
の
後
を

継
い
で
ほ
し
い
」
と
、
三
上
先

生
と
赤
十
字
の
か
か
わ
り
が
話

さ
れ
、
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん

も
、
赤
十
字
へ
の
誓
い
も
新
た

に
、
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ

と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

▲青少年赤十字登録式

▲
佐
井
村
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
▼

平
成
二
年
度
佐
井
村
臨
時
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
、
平
成
二
年
三
月
十
日
（
土
）
ま
で
、
履
歴
書
、
健
康
診
断

書
各
一
通
を
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員

一

名

年
齢

１８
歳
以
上
３５
歳
未
満

▼
職
務
内
容

保

母

▼
雇
用
期
間

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
賃

金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

▼
雇
用
条
件

有
資
格
者
ま
た
は
無
資
格
者

で
、
児
童
福
祉
に
理
解
と
熱

意
を
有
す
る
者
。

▼
採
用
試
験

平
成
二
年
三
月
十
五
日
（
木
）

午
後
二
時
か
ら

▼
場

所

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
試
験
科
目

面

接

▼
そ

の

他

こ
の
募
集
に
関
す
る
問

い
合

せ
は
、
佐
井
村
役
場
総
務
課

？

二
八
丿
二
一

二

ま
で
お

願

い
し
ま
す
。

女
子
（
一
位
）
渋
田

育
世

三

位
）
上
山

京
子

▼
十
二
月
三
日

む
っ
市
内
学
年
別

小
学
生
卓
球
大
会

・
団
体
戦

男
子

言
一
位
）
佐
井
小
学
校
Ａ

女
子
二

位
）
佐
井
小
学
校
Ａ

・
四
年
生
の
部

男
子

言
行

）
大
畑

勉

女
子

（
一
位
）
竹
本

静
隹

⊇
一
位
）
瀬
原
貴
利
子

・
五
年
生
の
部

男
子
（
二
位
）
工
藤

和
寿

女
子
（
一
位
）
竹
内

幸
子

三

位
）
奥
本

藍
子

こ
の
よ
う
な
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
村
当
局

を
は
じ
め
、
地
域
の
多
く
の
方

々
の
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご

支
援
の
賜
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

佐
井
小
学
校
卓
球
部
後
援
会

会
長

瀬

原

達

雄

第 １３回

佑井対十イター洫據大会

優勝 竹 内 自 工（８勝１敗）

剿結 花 の 中 年（７勝２敗）

３位 細 川 建 設（７勝２敗）

４位 ラブ オール（６勝３敗）

５位 フ ァミリー（６勝３敗）

６位 スーパースト ズ（４勝３敗）

７位 鱚 ひょう縁 族（３勝６敗）

８位 くうねるあぞふ（２勝７敗）

９位 青 年 団 Ａ（２勝７敗）

１０位 青 年 団 Ｂ（Ｏ勝 ９敗）

膕 率は、勝ったセット数で

順位 を決定）

全国珠算教育連盟主催
ｌ

珠算検定試験合格 者

１ 級 坪 田 絵理子

２ 級 菊 池 梢

３ 級 根戸内 晴 子

３ 級 宮 川 亜 希
４ 級 若 山 一 郎

宮 川 昌 代

宮 川 明 美
内 田 広 勝

５ 級 紀 国 努
６ 級 佐々木 信 宏

佐 賀 彩 子
樋 囗 明 美

若 山 美穂子

住 吉 里 美
７ 級 小 向 辰 徳

石 戸 麻 美

８ 級 藤 田 良 平
東 出 妃 代

渋田そろばん教室



圏
図
①
瀕
－

⑨

そ
の
気
に
な
れ
ば

や
せ

ら

れ
る

や
せ
る
た
め
に
は

ぜ
ひ
運
動
を

圉

身
近
な
運
動
に
よ
っ
て

消

費

さ

れ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

減
量
に
さ
い
し
て
重
要
な
の

が
、
「
食

べ
す
ぎ
を
や
め
る
こ

と
」
ま
た
、
口
か
ら
と
る
干
不

ル
ギ
ー
の
量
（
摂
取
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
を
、
消
費
干
不
ル
ギ
ー
よ

り
も
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。

表
を
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は

。
こ
ん
な
も
の
を
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
と
き
、

も
し
、
そ
れ
だ
け
の
干
不
ル
ギ

ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
に
よ

っ
て
プ
ラ
ス

ー
マ
イ
ナ
ス

ー
ゼ

ロ
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
こ

れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
り
ま
す

よ
″
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も

の
で
す
。

た
と
え
ば
、
ビ
ー
ル
大
び
ん

一
本
を
の
ん
だ
ら
八
十
四
分
は

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
目
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

し
て
も
三
十
二
分
で
す
。

も
し
、
お
い
し
そ
う
な
サ
ー

ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
を
一
枚
平
ら

げ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
早
足
で
一

七
五
分
＝
三
時
間
近
く
を
歩
き

回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
し
た
っ
て
、
二

時
間
は
夕
こ
フ
リ
と
か
か
り
ま

す
。口

か
ら
食
べ
た
だ
け
の
干
不

ル
ギ
ー
を
燃
焼
さ
せ
よ
う
と
し

た
ら
、
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と

か
が
、
あ
ら
た
め
て
わ
か
り
ま

す
。

圜

運

動

の

効

果

運
動
に
よ
っ
て
、
直
接
消
費

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
と
い

う
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
も

の
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で

す
。し

か
し
、
も
し
、
本
当
に
美

し
く
健
康
的
に
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
や
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、

ダ
イ
エ
。
卜
と
同
時
に
、
適
切

な
運
動
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

運
動
の
効
果
を
あ
げ
る
と
、

①
筋
肉
や
内
蔵
な
ど
の
萎
縮
を

防
い
で
、
や
せ
で
も
、
よ
り

健
康
的
な
体
を
作
る

減
食
に
よ
っ
て
の
み
、
や

せ
よ
う
と
し
た
ら
、
体
そ
の

も
の
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
。

②
か
ら
だ
の
脂
肪
分
を
も
や
し

肥
満
に
な
り
に
く
く
な
る
。

③
血
液
中
の
中
性
脂
肪
や
コ
レ

ス
ト
ロ
ー
ル
が
低
く
な
り
、

動
脈
硬
化
か
お
こ
り
に
く
く

な
る
。
血
管
の
状
態
を
よ
く

国

民

健

康

保

険

証

の

更

新

を

行

い

ま

す

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・

退
職
者
等
医
療
）
の
更
新
を
、

三
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
三
十

日
ま
で
、
各
地
区
ご
と
に
行
い

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、

保
険
証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭

は
、
更
新
時
ま
で
に
昨
年
交
付

し
た
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
四
月
か

ら
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
に
入

学
す
る
人
は
、
合
格
通
知
書
か

在
学
証
明
書
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付

を
代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事

故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
と

る
人
）
は
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

②
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合

本
人
・
代
理
人
と
も
出
稼

ぎ
先
の
会
社
名
、
住
所
が
必

要
で
す
。

※
な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪

い
方
は
、
役
場
民
生
相
談
課
保

健
衛
生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。



し
、
そ
の
老
化
を
防
ぐ
。

⑤
筋
力
を
高
め
、
筋
肉
・
関
節

を
柔
軟
に
し
、
骨
格
筋
の
働

き
を
良
く
す
る
。

⑥
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
心
の

調
和
・
安
定
に
役
立
つ

③

肥

満

を

解

消

す

る

運

動

脂
肪
分
を
も
や
し
て
肥
満
を

解
消
す
る
運
動
と
し
て
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
ス
タ
ン
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
水
泳
な
ど
持
久
性
の
あ
る

運
動
が
適
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
心
拍
数
が
１２０
以
上

で
、
脂
肪
分
を
燃
や
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。

な
わ
と
び
は
脂
肪
を
燃
や
す

に
は
激
し
す
ぎ
る
た
め
、
肥
満

解
消
の
た
め
に
は
適
当
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肥
満
を
解
消
す
る
た

め
に
は
気
長
さ
が
必
要
。
運
動

を
続
け
て
や
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

苗
木
の

申
込
み
を
受

け
て

い
ま
す

北

通

地

方

森

林

組

合

で

は

、

平

成
二

年

度

春

造

林

用

苗

木

及

び

林

業

肥

料

等

の

申

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

。

希

望

者

は

、

左

記

に

よ
り

申

込

み

く

だ

さ

い
。

尚

、

一

反

歩

以

上

新

植

し

た

場

合

に

は

、

造

林

補

助

金

が
交

付

に

な

り

ま

す

。

造

林

の

重

要

性

を

認

識

く

だ

さ

り

、

造

林

面

積

の
拡

大

を

図

る
よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

補

助

金

交

付

申

請

手

続

き

に

つ

い

て

、

造

林

地

が

農

地

の
場

合

に

は

、

農

地

転

用

許

可

が

必

要

と

な

り

ま

す

の

で

、

申

し

添

え

ま

す

。

▼

申

込

品

種

杉

・

赤

松

・
黒

松

・

カ

ラ

松

桐

・

林

業

肥

料

・

キ

ノ

コ

種

駒

・

そ

の
他

林

業

資

材

▼
申

込

場

所

原

田

古

佐

井

大

佐

井

清

水

芳

宅

川

目

」

岩

矢

越

磯

谷

横

浜

繁

雄

宅

長

後

池

田

力

松

宅

福

浦

田

中

太

吉

宅

牛

滝

竹
内
庄
次
郎
宅

▼
申
込
締
切

平
成
二
年
三
月
三
十
一
日

▼
配
布
予
定

平
成
二
年
五
月
上
旬
頃

▼
問
い
合
せ

北
通
地
方
森
林
組
合

昔
３４
－

二
五
二
〇
こ
二
二
六
二

造
林
事
業
の
申
込
み
に
つ
い
て

林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

村
で
は
次
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

希
望
者
は
、
四
月
下
旬
ま
で

北
通
地
方
森
林
組
合
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
事
業
名

①
森
林
総
合
整
備
事
業

（
新
棣
・
下
刈
り
・
険
間
伐

事
業
他
）

②
間
伐
促
進
強
化
対
策
事
業

（
間
伐
事
業
）

▼
補
助
率

平
成
事
業
費
の
６０
％
～
７０
％

▼
申
込
先

北
通
地
方
森
林
組
合

昔
３４
－

二
五
二
〇
こ
二
二
六
二

▼
問
い
合
せ
先

佐
井
村
役
場
農
林
経
済
課

９

二
八

－

二
一
一
一



赦
育
だ
よ
う

子
ど
も
会
創
立

二
十
周
年
を
祝
う

佐
井
村
子
ど
も
会
連
合
会
と

佐
井
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

の
創
立
二
十
周
年
式
典
が
、
こ

の
ほ
ど
振
興
セ
ン
タ
ー
で
問
か

れ
、
会
員
や
関
係
者
百
二
十
人

が
出
席
し
て
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
新
た
な
飛
躍
を
警
い
合

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
内
田
信
義
育
成

会
会
長
か
ら
「
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
、
二
十
一
世
紀
を
担
う

。
佐
井
っ
子
”
を
育
成
さ
せ
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
郡

子
ど
も
会
連
合
会
長
ら
来
賓
の

み
な
さ
ん
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
、

積
極
的
に
子
ど
も
会
活
動
を
展

開
し
て
き
た
個
人
、
団
体
に
対

し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
子
ど
も
会
は
、
昭
和

四
十
四
年
七
月
に
、
村
内
六
単

位
で
誕
生
し
、
同
年
十
一
月
に

佐
井
村
子
ど
も
会
活
動
を
援
助

す
る
育
成
会
世
話
人
会
が
結
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。
連
合
会
で

は
、
こ
の
二
十
年
を
振
り
返
る

記
念
誌
を
三
月
中
に
発
行
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す
。

Λ
個
人
▽

・
初
代
会
長

田
名
部
武
勇

Λ
団
体
▽

・
原
田
子
ど
も
会
育
成
会

・
日
の
出
子
ど
も
会
育
成
会

・
は
や
ぶ
さ
子
ど
も
会
育
成
会

・
仲
よ
し
子
ど
も
会
育
成
会

・
潮
風
子
ど
も
会
育
成
会

・
あ
す
な
ろ
子
ど
も
会
育
成
会

・
青
空
子
ど
も
会
育
成
会

・
は
ま
な
す
子
ど
も
会
育
成
会

・
磯
谷
子
ど
も
会
育
成
会

・
や
ま
び
こ
子
ど
も
会
育
成
会

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句上
山

実

夕
焼
け
の
影
の
び
の
び
と
冬
木
立

枝
打
ち
の
音
の
み
聞
こ
ゆ
雪
の
中

暫
ら
く
は
途
切
れ
か
ち
な
る
寒
念
仏

寒
雀
も
の
思
う
げ
に
首
傾
げ

冬
の
川
狭
き
早
さ
に
花
を
捨
て

寒
灯
の
離
れ
家
遠
し
雪
し
き
り

大
坂

し
ん

水
晶
に
似
た
る
小
枝
の
氷
柱
か
な

新
年
会
笑
い
と
拍
手
の
友
の
芸

冬
磯
の
海
苔
摘
む
手
先
痛
み
く
る

川
岸
キ
ヨ
子

岩
と
波
牙
む
き
出
し
て
寒
波
来
る

暗
夜
道
鱈
ひ
っ
さ
げ
し
人
の
影

カ
ラ
カ
ラ
と
湯
桶
の
響
き
春

隣

た
し
か
む
る
錠
に
音
あ
り
寒
の
大

石
戸
美
矢
子

冬
の
月
山
の
端
ま
で
透
け
て
見
せ

街
売
り
の
女
の
声
や
日
足
延
ぶ

風
花
や
触
れ
れ
ば
消
ゆ
る
命
な
り

冬
の
月
き
わ
だ
つ
星
を
一
つ
抱
き

浜
中

よ
ん
’

朝
寒
し
膝
の
痛
み
に
目
を
覚
ま
す

寒
椿
活
け
て
色
艶
見
直
し
ぬ

節
分
や
豆
を
供
え
て
無
事
祈
る

寒
雀
憂
き
さ
え
ず
り
に
聞
こ
え
く
る

田
名
部
ヒ
サ

タ
枯
れ
や
父
母
の
墓
は
別

々
に

仏
前
の
水
凍
り
い
て
水
を
足
し

三
寒
の
樋
の
水
音
絶
え
に
け
り

風
花
の
地
に
着
く
ま
で
の
華
や

か
さ

吹
雪
く
日
の
屋
台
の
提
灯
張
り
を
と
り

雪
掻
く
手
休
め
辞
儀
す
る
僧
若
し

石
置
い
て
二
段
跳
び
す
る
冬
の
川

大
声
の
一
番
客
や
寒
の
明
け

泉
田
タ
ツ
子

立
春
は
暦
ば
か
り
の
北
の
里

煖
炉
燃
え
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
袋
縫
う

ガ
ラ
ス
戸
に
写
る
姿
の
着
膨
れ
て

該
き
て
声
の
掠
れ
し
昨
日
今
日

手
袋
の
置
場
忘
れ
る
齢
と
な
り

木
村
さ
ち
子

春
な
れ
ど
近
く
て
遠
き
仲
と
な
り

叔
母
ひ
と
り
夫
亡
き
ま
ま
春
を
待
つ

黒
土
に
陽
の
温
み
あ
り
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

受
験
子
や
夜
更
け
て
一
人
床
を
敷
き

遊
び
た
き
時
も
受
験
に
削
が
れ
ゆ
く

（

来
春
一
番

）

西
谷

豊
彦

春
一
番
夜
蕎
麦
を
売
る
呼
子
笛

放
映
の
マ
ラ
ソ
ン
燃
ゆ
る
春
一
番

山
茶
花
も
雨
戸
も
叩

く
春
一
番

春
一
番
確
め
更
に
舟
を
揚
ぐ



通
信
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

高
等
学
校
の
通
信
制
課
程
は

年
齢
や
職
業
を
問
わ
ず
、
高
等

学
校
教
育
を
受
け
た
い
人
の
学

校
で
す
。

月
二
回
程
度
の
出
校
（
日
曜

ま
た
は
月
曜
）
と
四
年
間
の
学

習
で
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。
学
費
は
年
間

一
五
、
〇
〇
〇
円
程
度
で
す
。

▼
出
願
用
紙
の
交
付

出
願
に
必
要
な
用
紙
は
、
四

月
五
日
困
ま
で
交
付
し
ま
す
。

願
書
の
請
求
は
、
必
ず
返
信

用
封
筒
（
郵
便
番
号
、
あ
て
名

明

記

、

一

二

〇

円

切

手

の

は

り

つ
け

）

を

同

封

の

う

え

請

求

し

て

く

だ

さ

い

。

▼
願

書

受

付

三

月

五

日

～

四

月

七

日

出

郵

送

の

場

合

は

消

印

有

効

▼
問

い

合

せ

先

上

北

郡

野

辺

地

町

字

松

ノ

木

一

〇

六

の

Ｉ

県

立

野

辺

地

高

等

学

校

通

信

制

入

学

係

ま

で

｛
一一
〇

一

七

五
（
六

四

）
ニ

ー
四

九

第 １ 回

下北地域伝 承郷土芸能発表会

▼平成元年９月に行われた神楽共演

●佐 井 村…牛 滝 若 者 組

●風間浦村…易国問神楽 会

●大 畑 町…小目名町内 会

●むつ 市…烏 沢 娯 楽 会

●川 内 町…田 野 沢 神 楽 会

●大 間 町…大間稲荷丸囃保存会

●脇野沢村…滝 山 地 区

●東 通 村…大 利 敬 神 団

日時 ３ 月１１ 日（日 ）午 後 １ 時 開 演

下 北文 化 会 館 大 ホ ール（甓 瑟 ）

入場料 全席自由１，０００円 中学生以下５００円（税込み）

お問い合せ 下北文化会館（Ｓ２２－８４１１）

詔 書禦 難 諾 裂 昌 霖 難 售
関町教育委員会

昌 潜 琵 ゴ 噐 詰 釜 訌Ｏｌ浦肖湊“ 会

春
一
番
声
と
ぎ
れ
か
ち
選
挙
力
ｉ

大
石
健
次
郎

上`
弦
の
ほ
そ
月
な
な

め
山
眠

る

冬
海
へ
上
弦
の
黄
の
月
傾
け
り

春
一
番
海
向
く
集
落
へ
沖
よ
り
来

夕
灯
下
眼
鏡
の
両
脚
立
て
て
置
き

寒
灯
下
原
稿
用
紙
野
の
ご
と
し

一
羽
の
み
寒
鴉
と
な
り
て
鳴
か
ざ
り
し

短

歌川
岸
キ
ヨ
子

荒
れ
狂
う
浜
辺
に
工
事
の
館

あ
り
て
今

朝
は
き
び
し
き
貌
も
ち
建
て
り

濁
り
な
き
瞳
の
赤
子
に
出
会
う
と
き
心

の
奥
に
老

い
の
躊
躇
い

ゆ
た
か
な

る
春
の
若
萌
ま
近
く
て
雛
人

形
の
顔
の
や
さ
し
さ

ひ
た
す
ら
に
孫
の
写
真
を
針
箱
に
納
め

置
き
た
る
亡
き
母
憶
う

大
坂

し
ん

し
ん
し
ん
と
静
か
に
更
け
る
冬
闇
に
ラ

ッ
セ
ル
車
の
音
聞
え
く
る

厳
寒
の
波
だ
つ
海
に
出
漁
の
老
い
の
夫

を
見
送
り
立
ち
ぬ

石
戸
美
矢
子

雪
ど
け
の
轍
の
道
路
に
歩
を
と
ら
れ
こ

ご
ま
る
老
女
振
り
返
り
見

る

庭
先
に
香
り
ふ
り
ま
く
寒
菊
も
色
褪
せ

今
日

は
刈
り
取
り
に
け
り上

山

実

母
と
子
の
会
話
少
な
き
夕
吹
雪
軒
の
雀

の
声
冴
え
ざ
え
し

大
寒
の
波
砕
け
散
る
岩
壁
に
群
れ
つ
つ

啼
か
ぬ
鷭
構
え
て

異
郷
か
ら
里
に
風
邪
な
ど
流
行
ら
ぬ
か

と
老
い
の
電
話
の
ふ
る
え

る
寒
さ

障
子
紙
に
飛
雪
千
里
と
な
ぐ
り
書
き
如

月
の
空
今
日

も
吹
雪
け
り

限
ら
れ
し
火
に
温

み
と
る
発
生
舎
の
寒

推
茸
の
逞
し
き
芽
よ

大
石
健
次
郎

進
ま
ざ

る
ペ
ン
投
げ
置
け
ば
冬
の
灯
に

原
稿
用
紙
は
曠
野
の
ご
と
し

土
色
の
漢
方
薬
を
賜
り
て
熱
き
汁
飲
む

風
邪
癒
え
き
れ
じ

英
文
の
白
鳥
嘴
峰
図
読
み
が
た
く
辞
典

め
く
り
て
幾
日
か
つ
ぐ
く

○
四
月
号
。‘Ｅ
切

三
月
十
三
日
。

○
句
・
歌
の
提
出
数
を
制
限
し
な
い
。

○
返
稿
用
封
筒
に
住
所
と
氏
名
を
。

○
特
殊
な
字
句
に
説
明
を
’。



保 健 婦 だ よ り

子どもを

成人病から守ろう

子どもの

成人病予防ガイド

最
近
成
人
病
の
予
防
は
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
始
め
怠
け
机
ば
な
う

な
い
と
い
杓
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
帽
饑
代
の
子
ど
も
の
大
動
脈
口
は

寸
で
に
大
部
分
口
動
脈
硬
化
が
起
き
て
い
る
ご
と
に
よ
り
ま
す
。

実
際
口
動
脈
硬
化
そ
の
他
の
成
人
病
に
早
く
な
る
の
は
悪
い
食
習
慣

あ
る
い
は
運
動
嫌
い
な
ど
幼
児
期
の
悪
い
生
活
習
慣
に
よ
る
匸
と
が
多

い
の
で
す
。

三

つ

子
の
魂
百
ま
で
も
Ｌ
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
つ

ま
す
が
、
幼
児

の
と
き
口
塩
か
ら
い
食
事
ぽ
か
つ
与
え
ら
れ
た
子
は
一
生
塩
口

匕
い
食

事
で
な
い
と
お
い
し
く
感
じ
な
く
な
る
し
、
軟
か
い
食
平
ば
か
り
与
え

ら
价
息
子
は
、
か
み
ご
た
え
の
あ
る
野
菜
万
苦
手
口
な
り
、
野
菜
嫌
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
寸
。

こ
の
幼
児
期
と
い
う
の
は
、
そ
の
人

①
一
生
を
支
配
す
る
大
切
な
時

期
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
大
切
な
子
ど
も
を
成
人
病
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

国

こ

ん

な

こ

と

に

注

意

子

と

も

の

食

事

の

ポ

イ

ン

ト

圏
楽
し
く
体
を
動
か
し
こ

運
動
不
足
を
防
ご
う

雷

尤

と

緒
に
應

裂

子
ど
も
が
積
極
的
に
か
ら
だ

を
動
か
す
た
め
に
は
、
「
遊
び

感
覚
」
が
必
要
で
す
。

お
母
さ
ん
や
家
族
と
の
遊
び

や
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
の
好
奇

心
を
か
き
立
て
、
心
も
か
ら
だ

も
満
足
さ
せ
ま
す
。
毎
日
少
し

で
も
よ
い
か
ら
、
生
活
の
中
に

子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
る
か
ら

だ
を
使
っ
た
遊
び
、
手
軽
で
身

近
な
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

家

事

を

も

つ

と

手

伝

わ
せ

よ

う

子
ど
も
が
家
事
の
手
伝
い
か

し
な
く
な
っ
た
こ
と
も
運
動
不

足
の
大
き
な
原
因
で
す
。
家
心

手
伝
い
は
、
于
不
ル
ギ
ー
の
消

費
を
ふ
や
す
と
と
も
に
、
か
以

だ
を
動
か
す
習
慣
づ
け
と
、
梏

久
力
、
注
意
力
、
さ
ら
に
積
鉐

的
に
生
き
る
力
な
ど
を
養
な
ろ

こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
毎
日
何
か

ひ
と
つ
手
伝

い
を
さ
せ
て
み
ま

し
ょ
う
。
と
り
あ
え

ず
は
「
○

○
ち
ゃ
ん
、
新
聞
持
っ
て
き
て
」

の
よ
う
な
お
使

い
で
も
い
い
の

で
す
。

３月の保健事業

５日（月）

１３日（火） 健康柤談日

１９囗［月

］

受付

２６山月） 午前９～１２時

場所 役場健康相談室

１日（木） 牛滝成人病教室

場所 牛滝福祉会舘

時問 午前１０時～

午後３時

８日（木） １歳半・３歳児精検

１２日（川 １歳半・２歳児検診

及び歯科検診

対象 昭和６３年７月～９月生

（１歳半児）昭和６３年

１月～３月生（２歳児）

場所 役場センター和室

時間 １２時３０分受付

１４日〔水〕 妊婦検診及び

母親教室

場所 役場センター和室

場所 午前１０時～

午後３時

家
事
で
２０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
に
は



亘
ス

ト

レ

ス

に

強

い

忍
耐
に刀
の
あ
る
子
と
も
に
育
て
よ
う

○
ス
ト
レ
ス
を
ス
ト
レ
ス
と

受
け
と
め
な
い
図
太
い
神

経
と
た
く
ま
し
さ
を
身
に

つ
け
さ
せ
る

○
親
の
あ
せ
り
が
子
ど
も
に

影
響
す
る

子
ど
も
の
心
は
敏
感
で
や
さ

し
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
大

人
は
日
常
生
活
の
忙
し
さ
か
ら

そ
ん
な
子
ど
も
の
気
持
ち
を
お

し
は
か
ろ
う
と
せ
ず
希
望
を
押

し
つ
け
て
く
る
Ｉ
そ
れ
が
ス
ト

レ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
。

區
子
と
も
の
食
生
活
を

見
直
し
て
み
よ
う

子どもの

成 人 病

チェック

項 目

○
成
人
病
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に

あ
て
は
ま
れ
ば
、
早
く
改

善
し
ま
し
ょ
う
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

新

入

学

を

控

え

て

い

ま

身

に

つ

け

さ

せ

よ

う

子

ど

も

へ

の

交

通

道

徳

三
月
口
入
り
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
左
右
は
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
口
外
で
遊
び
は
じ
め
ま
寸
。
思
い
切
っ
て
体
を
動

か
甘
る
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
口
怖
い
の
は
「
交
通
事
故
」
。
特
に
入
所
・

入
学
を
控
え
た
子
ど
も
の
死
亡
ニ
ュ
ー
ス
ほ
ど
、
悲
し
い
も
の
は

あ
り
ま
廿
ん
。

通

園
・
通

学

路

を

一

緒

に

歩

こ

う

幼
児
の
主
な
特
性
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
指
導
を
繰
り

返
し
、
習
慣
づ
け
て
や
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
ひ
と
つ
の
も
の
に
注
意
が
向

く
て
、
周
り
の
も
の
が
目
に

例
え
ば
、
手
か
ら
放
れ
た
風

船
や
転
っ
た
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
、
道
路
に
飛
び
出
す
な
ど

の
行
動
で
す
。

②
気
分
に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ

子
ど
も
は
喜
怒
哀
楽
が
激
し

く
、
感
情
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
行

動
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

－

②
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
、

よ
く
理
解
で
き
な
い

「
危
な
い
よ
」
「
気
を
つ
け

て
ね
」
と
い
う
具
体
性
の
な
い

言
葉
だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
危
な
い
の
か
、
何
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し

な
い

手
を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
車
は
止
ま
る

と
思
い
こ
ん
だ
り
、
信
号
が
青

多

数

の

応

募

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

昨
年
十
一
肩
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の
標
語
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

妹
、
弟
か
ら
の
交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
た
メ
ツ
セ
上

ン
。

こ
机
を
読
ん
で
、
交
通
事
故
力
弓
自
分
白
身
を
守
り
、
ま
た
相
手

を
も
守
っ
て
あ
げ
る
気
持
ち
を
持
っ
て
回
し
い
と
思
い
、
今
月
か

ら
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

Λ
入

選
▽

・
歩
行
者
を
家
族
と
思
い
ゆ
ず
り
あ
い

宮
野

猛

・
飛
ば
し
過
ぎ
自
分
の
命
に
や
す
り
か
け

大
畑

隆
道

・
ス
ピ
ー
ド
は
自
分
の
命
と
反
比
例

竹
内

公
市

・
身
に
つ
け
よ
う
愛
車
に
恥
じ
な
い
運
転
マ
ナ
ー

宮
野
佐
恵
子

・
暴
走
は
ひ
と
り
よ
が
り
の
満
足
感

竹
内

尚
子

・
初
心
者
の
自
信
過
剰
は
事
故
の
も
と

中
西

友
徳

Λ
佳

作
▽

・
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
ゆ
っ
く
り
渡
ろ
う
人
生
長
い
よ
八
十
年

宮
野
奈
々
子

・
か
っ
こ
だ
け
つ
け
て
も
腕
が
と
も
な
わ
ず

船
越

貴
幸

・
飛
ば
し
て
も
赤
信
号
で
追
い
つ
か
れ

竹
内

貴
広

・
か
っ
こ
つ
け
て
も
事
攷
れ
ば
ミ
ジ
メ

浅
利

研
英



に
変
わ
る
と
、
車
の
停
止
を
確

認
し
な
い
で
走
り
出
寸
傾
向

が

あ
り
ま
す
。

⑤
大
人
の
ま
ね
を
す
る

大
人
が
近
く
の
横
断
歩
道
を

渡
ら
ず
に
道
路
を
横
断
し
た
り
、

信
号
無
視
を
す
る
の
を
見
る
と
、

ま
ね
を
し
ま
す
。

⑥
幼
児
は
視
野
が
狭
く
、
視
点

が
低
い

幼
児
の
視
野
は
大
人
よ
り
狭

く
、
視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い

た
め
、
物
陰
か
ら
出
て
く
る
車

な
ど
が
見
え
ず
、
飛
び
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
入
所
・
入
学
を
控
え

た
お
子
さ
ん
が
道
路
に
出
る
と

き
や
、
道
路
を
渡
る
と
き
は
、

必
ず
一
端
止
ま
っ
て
右
・
左
を

確
認
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
Ｏ

ま
た
、
両
親
（
大
人
）
が
事

前
に
通
園
路
や
通
学
路
を
、
子

ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、
危
険
な

場
所
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
場

所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
、
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

冨

塞

謳

亘

周

囲
の

状
況

を

つ
か

ん
で

思

い
や
る
心
で
行
動
し
よ
う

一
年
間
で
、
鳥
取
県
の
人
口

を
大
幅
に
上
回
る
七
十
数
万
人

が
交
通
事
故
に
遭
い
、
五
十
世

帯
に
一
人
の
割
合
で
死
傷
者

が

で
て
い
ま
す
。

事
故
は
八
割
以
上

が
人
的
な

原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

事
者
の
「
ち
ょ
っ
と
の
無
理
」

「
ち
ょ
っ
と
の
油
断
」

が
死
亡

事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
我
が
家
で
は
…
…

今
年
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
交

通
事
故
や
「
ヒ
ャ

ブ

と
し
た

り
「
ド
キ

ノ

と
し
た
と
き
の

体
験
を
語
り
合

い
、
ど
う
し
て

そ
う
な
っ
た
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
か
、
機
会
あ
る

ご
と
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、

家
族
の
だ
れ
も
が
交
通
ル
ー
ル

や
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

周
囲
の
状
況
を
的
確
に
つ
か
ん

で
、
お
互
い
を
思
い
や
る
心
で

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

安
全
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

＝
信
号
は
絶
対
に
守
る
＝

▼
歩
い
て
い
る
と
き

・
飛
び
出
し
、
車
の
直
前
直
後

の
横
断
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
横
断
す
る
と
き
は
信
号
機
が

青
で
も
、
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て

右
・
左
・
右
と
、
道
路
の
左
右

を
確
認
す
る
。

▼
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き

・
曲
が
る
と
き
横
断
す
る
と
き

は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て

右
・
左
・
右
と
、
道
路
の
左
右

を
確
認
す
る
。

・
進
路
を
変
更
す
る
と
き
は
、

振
り
返
っ
て
後
方
を
確
認
す
る
。

▼
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き

・
次
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

ゆ
と
り
の
運
転
、
安
全
速
度

ル
ー
ル
を
補
う
思
い
や
り
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

・
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
る
よ
う
に
し
、
締
め

る
ま
で
発
車
し
な
い
。

・
今
年
こ
そ
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
習
慣
に
す
る
。

青

森

県

交

通

事

故

相

談

所

定
期
巡
回
相
談
所
開
設
日
程

三
月
十
五
日
困
に
μ

Ξ
よ

む
つ
市
市
民
相
談
室

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

匚蕪霜］

交通事故
ご相談

●

電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

四

〇

一

七

七
一

二

二
一

一
〇

二

五
（

直

通

）

相
談
日
一
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
弁
護
士
相
談
日

１１
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

嘉

串
大
土
三－
五
万
言
訌
似
非
‰

％

言

」且

貼̈
付

）



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ａ ｏｉ
・
７７－２３－２３７９

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

三

月

十

五

日

ま

で

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
申

告
と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し

ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税
を
、
必

ず
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

国

民
年

金

の

保

険

料

を

完

納

し

ま

し

よ
う

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
。
国
民
年
金
の

保
険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め

て
い
ま
す
か
。
年
度
末
が
近
づ

き
ま
し
た
。
未
納
に
な
っ
て
い

る
保
険
料
が
な
い
か
、
今
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

平
成
元
年
四
月
分
か
ら
今
年

の
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、

役
場
が
発
行
し
た
納
付
書
で
、

人
コ
年
の
四
月
二
十
七
日
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ

れ
ば
、
今
す
ぐ
納
め
て
く
だ
さ

い
。納

め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
る

と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
や
、

年
を
と
っ
て
か
ら
の
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
将
来
、
悔
い
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
毎
月
キ
チ

ン
と
納
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国

民
年

金

の

保

険

料

は

前

納
で

き

ま

す

「
保
険
料
を
毎
月
納
め
に
行
く

の
が
め
ん
ど
う
だ
」
と
い
う
人
、

ま
た
、
農
業
の
よ
う
に
収
穫
期

に
ま
と
ま
っ
た
収
入
の
あ
る
人

な
ど
は
、
将
来
の
保
険
料
を
前

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
し
ま
す
と
、

保
険
料
が
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
つ
ど
納
め
に

行
く
手
間
も
省
け
る
こ
と
に
な

り
、
大
変
お
得
で
便
利
で
す
。

な
お
、
前
納
し
て
い
た
人
が

途
中
で
会
社
な
ど
に
勤
め
た
り

な
ど
し
て
国
民
年
金
の
第

言
万

被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
月
以
降
の
保
険
料

は
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

⑩ ⑩ ⑩

確定申告書の提出は

４ ，２
Ｅ『

個人事業者で、昭和６２年

中の課税売上高 が３，０００万

円を超える方及び課税事業

者選択届出書を提出された

方は、平成２年１月１日か

ら４月２日までに平成元年

度分の「消費税確定申告書」

を提出し、その消費税額を

納付しなければなりません。

詳しくは、お気軽に最寄

りの税務相談室または税務

署にお尋 ねください。

国 民 年 金 の 納 付 組 織 に

加 入 し ま し ょ う

サラリーマンの厚生年金保

険料や、公務員の共済組合掛

金は、給与から天引きされる

ので安心ですが、自営業者な

どの国民年金保険料は自主納

付のため、ともすれば納め忘

れも考えられます。

そこで、納め忘れを防ぎひ

とりひとりが納めに行く手間

を省くために、地域の人達が

結集したのが「国民年金保険

料納付組織」です。

この納付組織はＯＯ納税貯

蓄組合やＯＯ婦人部などの名

称で、係の人が個々の事情に

合わせて集金をしてくれるな

と气 何かと便利です。

あなたも、国民年金の納付

組織に加入して、保険料を完

納しましょう。



固

⑩

鴦

⑩

⑥

⑩

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
で
お
ら
菽
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

匸
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
朧
で
す
。

現
地
で
の
情
報
二
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

車

の

免

許

更

新

手

続

き

に

つ

い

て

出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
方
々
の

車
の
免
許
更
新
に
つ
い
て
は
、

仕
事
を
休
み
帰
郷
し
て
い
る
方

も
い
ま
す
が
、
更
新
一
ヶ
月
前

か
ら
次
の
手
続
き
を
し
ま
す
と

更
新
で
き
ま
す
。

○
役
場
か
ら
、
就
労
証
明
書
を

も
ら
う
（
印
鑑
持
参
）

○
免
許
証
、
就
労
証
明
書
、
写

真
（
六
ヶ
月
以
内
の
写
真
二

枚
）
を
本
人
が
持
参
し
、
犬

間
警
察
署
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

右
記
更
新
手
続
き
を
し
ま
す

と
、
免
許
証
の
有
効
期
間
が
二

年
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
他
県
で
更
新
手
続
き

を
す
る
方
は
、
更
新
手
続
き
を

す
る
警
察
署
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼仏ヶ浦の夕焼け

地域別就労者数

平成２年２月１４日現在

残
雪
の
片
隅
に
、
そ
っ
と
の
ぞ

く
小
さ
な
緑
。
ふ
き
の
と
う
で
す
。

手
を
触
れ
て
み
る
と
、
周
り
の
土

の
ほ
の
か
な
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ふ
き
の
と
う
は
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
る

。
使
者
”
で
す
。

土
手
の
枯
れ
草
の
間
や
野
原
の

日
だ
ま
り
に
顔
を
出
す
ふ
き

の
と
ぅ
Ｉ

き
ざ
ん
で
味
噌

汁
に
浮
か
べ
た
り
す
る
と
、

春
が
来
た
喜
び
で
心
が
は
ず

み
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
最
近
は

年
が
明
け
な
い
う
ち
か
ら
、

ふ
き
の
と
う
を
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
売
場
で
見
か
け
ま
す
。
栽
培

も
の
で
す
。

山
菜
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、

旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
昭
和
四

十
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
。
し
い
た

け
な
ど
の
ほ
か
に
、
ふ
き
、
た
ら

の
芽
、
わ
ら
び
な
ど
が
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
き
の
と
う
は
、
ふ
き
の
新
葉

に
先
駆
け
て
花
茎
が
出
て
く
る
も

の
で
、
（

ウ
ス
栽
培
の
ふ
き
が
出

回
る
前
に
、
ま
ず
ふ
き
の
と
う
が

出
荷
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

ふ
き
の
と
う
の
食
べ
方
は
、
天

ぷ
ら
、
酢
の
も
の
、
ふ
き
の

と
う
味
噌
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ふ
き
の
と
う
味
噌

を
つ
け
た
焼
き
お
む
す
び
な

ど
は
、
お
ふ
く
ろ
の
味
で
も

あ
り
、
ひ
な
び
た
郷
土
料
理

と
し
て
、
観
光
客
に
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
に
は
雄
花
と
雌
花

が
あ
っ
て
、
雌
花
が
咲
い
て
白
い

冠
毛
が
付
い
た
も
の
を
、
ご
ふ
き
の

姑
”
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
を
皮
切
り
に
、
野

山
は
緑
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

春
は
植
樹
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
緑
化
を
推
進
す
る

た
め
に
、
三
～
五
月
は
「
国
土
緑

化
運
動
強
調
期
間
」
と
な
っ
て
い

て
、
国
や
都
道
府
県
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。



ボ

タ

″

心

付

け

方

＝

釣

り

糸
で

し

つ

か

り

留

め

る
＝

人
混
み
か
ら
帰
る
と
、
コ
ー

ト
の
ボ
タ
ン
が
一
つ
な
く
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
コ
ー
ト
の
ボ
タ
ン

は
高
く
て
、
し
か
も
一
つ
な
く

な
る
と
全
部
取
り
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
つ
ま
ら
な

い
出
費
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
タ
ン
を
落
と
さ
な
い
た
め

に
は
、
一
度
ボ
タ
ン
を
付
け
た

後
、
も
う
一
度
釣
り
糸
で
ボ
タ

ン
付
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

釣
り
糸
は
丈
夫
な
の
で
、
め
っ

た
に
切
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
透
明

な
の
で
、
ど
ん
な
色
ボ
タ
ン
に

も
合
い
ま
す
。
太

さ
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、

言
万
の
も
の
が
細

く
て
使
い
や
す
く
、
便
利
で
す
。

コ

ー
ト
の
ボ
タ
ン
付
け
は
、

生
地
と
ボ
タ
ン
の
間
に
、
生
地

の
厚
み
分
の
緩
み
が
必
要
で
す
。

緩
み
を
つ
く
る
方
法
は
、
マ

″

チ
棒
を
生
地
と
ボ
タ
ン
の
間
に

挟
み
、
ボ
タ
ン
を
縫
い
付
け
た

後
に
マ
ッ
チ
棒
を
引
き
抜
き
ま

す
。
そ
の
後
、
引
き
抜
い
た
部

分
に
糸
を
巻
き
付
け
て
留
め
れ

ば
、
簡
単
に
緩
み
が
っ
く
れ
ま

す
。取

れ
た
ボ
タ
ン
を
後
で
付
け

よ
う
と
し
て
、
そ
の
辺
に
置
い

て
お
く
と
、
見
っ
が
ら
ず
に
困

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
小

さ
な
ボ
タ
ン
や
か
ぎ
ホ
ッ
ク
な

ど
を
、
種
類
分
け
し
て
整
理
す

る
に
は
、
半
透
明
の
フ
ィ
ル
ム

ケ
ー
ス
を
使
う
と
、
中

が
見
え

て
便
利
で
す
。
ま
た
、
ボ
タ
ン

の
種
類
を
書
い
た
ラ
ベ
ル
を
ケ

Ｉ
ス
に
張
っ
て
お
け
ば
、
よ
り

は
っ
き
り
と
し
、
ボ
タ
ン
を
取

り
出
す
と
き
も
間
違
え
ま
せ
ん
。

安
全
ピ
ン
で
も
簡
単
に
整
理

が
で
き
ま
す
。
小
さ
い
ボ
タ
ン

は
小
さ
な
安
全
ピ
ン
に
、
大
き

い
ボ
タ
ン
は
大
き
め
の
安
全
ピ

ン
に
、
種
類
別
に
通
し
て
お
き

ま
す
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
裁
縫

箱
に
入
れ
て
お
く
と
、
欲
し
い

ボ
タ
ン
を
必
要
な
と
き
に
、
す

ぐ
に
取
り
出
せ
ま
す
。

ま
ち
針
に
種
類
別
に
ボ
タ
ン

を
通
し
、
針
山
に
刺
し
て
お
く

の
も
一
つ
の
方
法
。
や
り
や
す

い
方
法
で
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

自

衛

官

採

用

案

内

１

二
等

陸

・
海

・
空
士
＝

防
衛
庁
で
は
、
平
成
二
年
三

月
高
校
卒
業
者
を
対
象
に
受
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
海
上
自
衛
隊
は
、
地
元

大
湊
で
の
勤
務
が
可
能
で
す
。

人
身

分
Ｖ

特
別
職
国
家
公
務
員

Ａ
初
任
給
Ｖ

コ
一
二

○
○
○
円

（
艦
艇
乗
組
手
当
等
の
各
種
手

当
が
加
算
さ
れ
ま
す
。）

○
衣
・
食
・
住
は
無
料
で
す
。

○
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回

給
与
の
五
、
一
ヵ
月
分
支
給

○
日
曜
・
祭
日
・
第
一
丁

四
土

曜
日
休
み

（
有
給
休
暇
年
二
十
四
旦

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
む
つ
募
集
事
務
所

（
昔
二
二
－

七
四
八
四
）

役
場
（
民
生
相
談
課
）

（
？

二
八
－

ニ

ー
ー
匸

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
は
、
受
付
け
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

すまりなに歳１満

奥

本

亜

津

沙

ら
え

（
勝
博
・
正
子
）

大

佐

井

磯

川

成

子

心
え

（
正
彦
・
美
穂
子
）

歟

谷

戸籍の窓ロ・
一 一
２ 月１４日現在
－

○ お 誕 生 お め で と う

伊 勢 洸 太（陽一）大佐井

菊 池 宙 心（尚武）犬佐井

五十嵐 寛 朗（清晴）磯 谷

○ ご 結 婚 お め で と う

田 中 貢 （磯 谷）ぽ

村 弘 子（むっ市）

仙 下 進（双葉町）
ｋ
萬 谷 かの子（原 ㈲

｜坂 井 正 明（牛 滝）

乗 田 あけみ（浪岡町）

佐 藤 昭 弘（原 田）Ｃ

ＩＩ 岸 江利子（古佐井）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

松 谷 き せ （勇 助）大佐井

宮 川 ゐ よ（ 勉 ）大佐井

宮 田 友 一 件 クノ）原 田

町 屋 き の（佐藤唯⊃ 原 田，

１月３１日 現在人口（前月比）

男 １，８７１ （土○）

女 １，９０７ （一佃）

計 ３７個 （一佃）

世帯教 １川 ２ （－∠↓）
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